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黒潮は，海洋物理学的観点から後期更新世に

も確実に存在し，地質・テクトニクス・古海

洋・現生生物地理・古生物学的観点から，当時も

琉球列島の島間を抜けて太平洋〜東シナ海間で流

入・流出をしていた。したがって，3万年前頃に当

地域の海を越えて琉球の島々へ拡散した人類は，そ

の過程で黒潮という障壁に直面したはずである。逆

に言えば，彼らはその障壁を乗り越えてこれらの島々

へと渡っていった。そのチャレンジを実験的に再現

する「3万年前の航海 徹底再現プロジェクト」の取

り組みから見えてきた，旧石器人と黒潮と関わりに

ついて報告する。

これまでの仮説

柳田国男は 1961年
に論考「海上の道」
を世に出し，最初に
日本列島へやってき
た人と稲作文化は，

琉球列島を経由し，黒潮に乗って漂着したという
考えを披露した。その後，これに触発されるかた
ちで類似の仮説が生まれ，民間の手で幾度か航海
実験も行なわれている。その中で旧石器考古学者
の小田静夫1は，加藤2の仮説を拡大させるかたち
で，現在のインドネシアあたりで「海洋民」とな
った後期旧石器時代のホモ・サピエンス集団が，
黒潮に乗って北上し，台湾や琉球列島を経由して，
海路で日本本土へと渡ってきたと唱えた。小田に
よれば，この集団が日本列島へたどりついた最初
の人類だという。

しかしながらこうした説が，これまで学界の強
い関心を引いて集中的な議論の対象となることは
なかった。それにはおそらく 2つの理由がある。
1つには，後期更新世の琉球列島は大陸と陸橋で
接続していたという誤った考えが，かつての人
類・考古学で影響力をもち，そのために旧石器時
代の渡海という認識が広まらなかったことがある。
そしてもう 1つの理由は，これらの仮説が具体
性を欠き，検証のポイントが見出しにくかった点
にあるだろう。例えば，黒潮自体はルソン島沖の
太平洋で北向きの流れとして発生する海流だが，
インドネシアに起源する集団がこの海流に乗るま
での具体的経緯は描かれていない。さらに，世界
最大の海流である黒潮に乗ったら何が起こり，ど
れほどの確率で安全に島へ着けるかなど，学説を
現実的にするために必要な諸側面の検討は，これ
までなされてこなかった。
ともあれ現在では，黒潮圏で旧石器時代から渡
海がなされていたことは明白となっている。黒潮
や後期更新世の地理についても研究が進んでいる
ので，これらを合わせれば，黒潮圏での旧石器人
の活動について描き出せることは多い。

琉球列島へのホモ・
サピエンスの到達

これまでの遺跡調査
から，琉球列島の 6
つ の 島 に，3 万
5000～3万年前頃の
遺跡が存在すること

がわかっている（図 1）。これらの年代値は，若干
の不確定要素が残るものもあるが（図中の「?」で示し

てある），基本的に放射性炭素年代測定法による信
頼性の高い値が得られている，あるいは ATテフ
ラと関連しているといった，確かな根拠にもとづ
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いている。つまりこの時期に，1200 kmにわた
る琉球列島の全域に，急速に人が広がったことが
示唆されるのである3。そして沖縄島・宮古島・
石垣島から見つかっている 2万～3万年前の人骨
は，渡来したのが原人や旧人ではなく，ホモ・サ
ピエンス（新人）であったことを明確に示している。
これらの遺跡証拠のどれもが重要であるが，中
でも特筆すべきは，最近発見された沖縄島のサキ
タリ洞遺跡であろう。ここでの人類活動は，人骨
の存在などから 3万年前に始まっていたことが
確実で，焼けた動物骨などの証拠を含めれば 3
万 5000年前まで溯る可能性が高い4。さらに重要
なのは，その後縄文時代に至るまで文化層がほぼ
連続的して検出され，渡来後に人々が途絶えるこ
となく，島に暮らし続けたことが初めて示された
ことである。これは，旧石器時代の技術では資源
の限られた小さな孤島で存続できないという憶
測5を排し，沖縄島で 2万年以上にわたって人口
が維持されたことを示している。異なる集団が何

度も島に渡来したために見かけ上そうなったとの
説明も排除はできないが，3万 5000～1万年前の
間に，サキタリ洞における人々の暮らしぶりが大
きく変化した痕跡は認められない。
つまり 3万年以上前に，人類は琉球列島の中

央部にまで到達しただけでなく，そこに定着して
いたのである。

黒潮圏における
3万年前の渡海

前世紀においては，
最終氷期の海面低下
時に，琉球の島々は
大陸と接続していた
という説が，人類・

考古学分野で広く信じられていた6, 7。そのため当
地域における旧石器時代の渡海の可能性は，指摘
こそされていたものの8，注目されることもその
人類史上の意義が論じられることもなかった。し
かし本特集の横山・太田・藤田論文9でまとめら
れているように，陸橋説は既に支持を失っており，
旧石器人が当地の海を越えたことはもはや確実で

図 1―琉球列島の主な旧石器時代遺跡と現在の黒潮の流れ
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ある。
4万～3万年前の海水準は，現在と比べて，お

よそ-70～-90 mの間で変動していたらしい。
そこで当時の海水準を-80 mとし，現在の地形
データを使って，4万～3万年前の海岸線を推定
したのが図 2である。琉球の各島には最終間氷
期（MIS 5e）に形成されたと考えられている海岸段
丘面があるが，その垂直的位置から見積もると，
図 1の遺跡のある島々は，過去 3万年間に 3～18 
mほど隆起したと推定できる。図 2はこの情報
を反映していないが，上述の海水準変動の幅と合
わせると，この時期の海の広がりを過大評価せず
に，当時の地理をよく表しているだろう。
この地図から，3万年前の琉球列島へ渡るには，

数十 kmの渡海を何度も繰り返すだけでなく，場
所によっては 100 km以上の海峡を横断する必要
があったことが見えてくる。この中で最も長いの
は宮古島～沖縄島間で，その直線距離は 220 km
もある。3万年以上前にこの海峡を横断していた
なら，それは当時の世界最長記録であったかもし
れない10。この海峡には，海面低下時には小島が
出現し，その位置は宮古島の沖 50 kmで，沖縄
島から 150～160 kmである。しかし標高が 200 
mしかない宮古島からはこの小島は視認できず，

小島から沖縄島へ向かうにも，その航路中の半分
以上は目標の沖縄島が見えない渡航となる。同様
に，台湾から与那国島へ向かう航路があったとし
たら，それも 100 kmを超え，航路の大半は目標
が見えない旅となる。
さらに本特集の久保田論文11でも紹介されるよ
うに，当時の黒潮が，現在のように台湾～与那国
島間を通過して東シナ海へ流入していた証拠も積
み上がっており，そのことは同時に，黒潮が琉球
列島のどこかを横切って東シナ海から太平洋へと
流出していたことも意味する（現在はトカラの海域を通
過している）。したがって，この時期に渡海してき
た旧石器人たちは，大きな海を渡ってきたという
だけではなく，黒潮という巨大海流をも越えて島
にたどり着いたことになる。
現在の黒潮は，台湾沖を，秒速 1～1.5 mで幅

100 kmにわたって流れている。3万年前の黒潮
がこれと同じ規模だったのかどうかは，現時点で
はまだわからない（そのような研究を現在進めている）。
それでも，地球の自転に伴う大気の大循環と，太
平洋とユーラシア大陸間の地形の影響で生まれる
黒潮が，当時消滅していたということはあり得な
い。この流れがとてもやっかいであったことに，
変わりはないであろう。

図 2―推定される 4万～3万年前の地理
括弧内は推定される過去 3万年の隆起量。（原図は文献 3。）
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このように，3万年以上前に始まった人類の琉
球列島への渡来は，後期更新世にホモ・サピエン
スが海洋世界へと本格的進出を始めた歴史を理解
する上で，極めて重要なイベントなのである10, 12。

どこから来たのか？

では琉球列島の旧石
器人は，どこからや
ってきたのであろう
か？ 地理的には，
九州からの南下と，

台湾からの北上の 2つのルートが考えられる。
中国沿岸から東シナ海を直接横断するルートも考
えられはするが，これは 300～400 kmの航路に
黒潮本流の横断を含む非現実的なもので，そのよ
うな渡航に至る動機設定も困難であることから考
慮しない。以下では，琉球列島を，北琉球（種子
島・屋久島～トカラ列島）・中琉球（奄美大島～沖縄島）・南
琉球（宮古島～与那国島）の 3地域に分けて，南北方向
からの渡来について考える。
人類学分野では，かねてから沖縄の旧石器人の
南方起源が説かれてきたが，人骨化石は沖縄島以
南でしか見つかっていないため，これはあくまで
も中琉球と南琉球についての話であることに留意
せねばならない。沖縄島で発掘された約 2万年
前の港川人の頭骨形態は，かつて東南アジアにい
た集団と類似性が高い。さらに，港川人と本州～
九州の縄文時代人との間には，形態的相違が目立
つため，両者が異なるルーツをもち，後者は本土
の後期旧石器時代人の末裔であったとするなら，
おそらく朝鮮半島から渡ってきた後者に対し，前
者は別の渡来ルートをたどってきたことが予想さ
れる13。石垣島の白保竿根田原遺跡で発掘された
2万 7500年前の頭骨の予備的形態比較では，少
なくとも中国華北地方の同時期の人骨との相違が
示された14。さらに同遺跡の旧石器人骨のミトコ
ンドリア DNA解析からも，アジアの南方起源を
示す結果が得られている15。
人骨とは対照的に，石器などの考古遺物は，北
琉球（種子島）と中琉球（奄美大島・徳之島・沖縄島）の遺
跡に集中している。詳細は省くが，これらの由来
については考古学者の間で評価が定まっていない。

狩猟用落し穴や刃部磨製石斧などを伴う種子島の
文化は九州との類縁性が高いと考えるのが一般的
だが，奄美大島・徳之島の小型剝片石器群につい
ては，南方由来とする説と本州系とする考えが対
立している1, 2, 7, 16, 17。現時点では資料が乏しく，
台湾や東南アジアの石器についての調査も不十分
であるため，これについて性急な結論は避けるべ
きであろう。沖縄島のサキタリ洞遺跡では，石器
の発見は乏しかったが，替わって貝器・貝殻製ビ
ーズ・貝殻製釣針が発見された4。旧石器時代の
貝殻製ビーズや釣針は，インドネシアやオースト
ラリアで発見例があるが，東アジアでは知られて
おらず，現時点でサキタリ洞の文化の由来はよく
わからない。
海流と地理について考慮すると，南琉球と中琉
球への北上説が有利に見える。現在の黒潮は，ト
カラ海峡で，琉球列島を横切るように東へ流れて
いるが，船足の遅い古代舟でこれを南下し，小さ
く，海岸が切り立ったトカラの火山島に接岸する
のは至難の業だろう。台湾からの北上なら，流さ
れながら東進することができるので，どちらかと
いえばこちらのほうが容易なはずだ。ただし北琉
球の種子島・屋久島は，九州と近く（最終氷期最寒冷
期においては陸続きだった），大隅海峡には黒潮も入っ
ていないので，考古学の証拠が示すように，九州
からの南下を想定するのが自然であろう。
以上をまとめると，なおデータは十分ではない
が，旧石器時代の琉球列島へは，地域によって異
なる集団が異なる方向から，それぞれ海を越えて
渡来した可能性が高い。

漕ぎ舟で意図的に
黒潮を渡った

いくつかの理由から，
3万年前頃になされ
た琉球列島への渡海
は，意図的な航海で
あったと考えるべき

である。まず，西太平洋の南側に位置する西イン
ドネシア海域で，7万～5万年前頃に，オースト
ラリアやニューギニアへ渡る渡海が始まる。次に
3万 8000～3万年前の間に，日本列島周辺の対馬
海峡，琉球列島，伊豆諸島の海峡を横断した証拠
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が出てくるのだが，こうした海峡横断の急増は，
漂流の急増よりも，航海術の発達と考えるほうが
わかりやすい。直接的な証拠も存在する。伊豆諸
島の神津島産の黒曜石が，沼津市の遺跡の 3万
8000～3万 4000年前の地層から見つかるのだ。
島まで往復して石を取ってきたという事実は，偶
然の漂流で説明できるものではない18。
それでも琉球列島では，例外的に漂流による移
住が起こったのではないかと疑うことはできる。
そこで現在筆者らは，海洋学で使われている漂流
ブイの軌跡データを用いて，漂流によって島に着
く確率がどれほどのものなのかという研究を進め
ている。
次に操船法であるが，日本の歴史の中で，風を
自在に操る帆船が出現したのは，歴史時代のこと
らしい。縄文時代には漕ぎ舟としての丸木舟以外
の舟は知られておらず，弥生時代の土器に描かれ
た図像や古墳時代の船形埴輪などをみても，日本
列島の先史時代の舟は，基本的に漕ぎ舟であった
ことがわかる19。したがって，ここへ渡ってきた
旧石器人が，帆で航海したと考えることには無理
がある。
そもそも台湾～与那国島の海域は，地形上の制
約もあって，基本的に西風が吹かない場所である。
そのような場で，追い風しか利用できない原始的
な帆は，役に立つどころか転覆を招く障害物にし
かならないだろう。

祖先たちの移住モ
デルに必要な前提

次に，先史時代の渡
海を理解する上で，
注意すべきいくつか
のポイントを指摘し
ておきたい。冒頭で

も触れたように，黒潮圏の海上移住を想定する従
来の学説は，移住の起点（起源地）や方向性に関心
が集中し，海峡ごとの渡海の難易度について深い
分析がされることはなかった。一方で，黒潮圏の
移住仮説に刺激を受けてこれまでに民間で行なわ
れた 3例の実験航海は，そうした海の現実面を
教えてくれる一方，先史時代の移住モデルとして
は不十分な点が多かった。

3例とは，1977年に黒潮の起点付近に位置す
るフィリピンのルソン島から九州を目指した，角
川春樹の野生号 IIおよび毎日新聞社が後援した
ヤム号，そしてインドネシアから日本を目指した
関野吉晴の縄文号・パクール号の航海である20～22。
野生号 IIおよび縄文号・パクール号は，南太平
洋で発達したと考えられている帆走アウトリガー
カヌーがモデルだが，これはおそらく新石器時代
の発明で，かつ日本列島に存在した証拠も知られ
ていない（ただし 2000年前頃に小笠原・八重山諸島に一時的

に現れた可能性がある）。ヤム号は大型の帆つき竹筏
だが，その設計に当たって遺跡証拠や民族例をど
れだけ参考にしたかは明らかでない。また，これ
らの実験でたどられた航路は，先史時代の移住経
路としては支持し難い。ただし関野の冒険は，先
史時代の忠実な復元というよりも，旅を手作りで
行なうという別の目的をもっていたことを付記し
ておく。そこではコンパス・GPS・海図を使わな
い古代のナビゲーション法が採用され，時間をか
けて丁寧に行なわれた航海は記録も充実しており，
先史時代の再現として参考になる点が多い。
2016年に始まった国立科学博物館の「3万年

前の航海 徹底再現プロジェクト」は，後期旧石
器時代の移住を多角的な研究と実験により解明す
るという目的で進められている。そのためには場
面設定を明確にする必要があるが，それは以下の
ようなものである23。
⿠時代背景：当時の渡海は，人類史における初
めての本格的海洋進出であった。それはアフ
リカで進化したホモ・サピエンスが，後期更
新世に世界へ大拡散し，そのフロンティアを
海上にも広げていったグローバルな歴史の一
幕として捉えられる。
⿠地図や海流図：当時はそうしたものが存在せ
ず，渡来集団はフロンティアの向こう側につ
いての知識を一切持ち合わせていなかった。
現代の地図を参照しながら可視領域の範囲外
に目標の島を設定するのは，過去の復元とし
て誤っている。
⿠冒険ではなく移住：未知の島への移住に冒険
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的要素があったとしても，これを現代的な意
味での冒険と混同してはならない。現代の冒
険はたどり着くことが主目的であり，少人数
の男性で行なわれることが多いが，祖先たち
が移住して新天地に根付くには，一定数の男
女が安全に渡る手段を考えなくてはならなか
った。
さらに言えば，祖先たちの偉業にロマンを感じ
る我々現代人は，ともすると祖先たちも同じよう
にロマンを求めて旅したと考えがちだが，それは
おそらく誤っている。現代の冒険は，日々の生活
が保障され帰る場所があるという，いわば保護さ
れた環境下で行なわれるが，先史時代の移住は自
分の家族と集団の生死を左右するため，一時の個
人的衝動だけで実行されるものとは思われない。
過去を復元する上で，このような立場の違いを意
識することは，とても重要である。

「3万年前の航海 
徹底再現プロジェ
クト」が目指すもの

以上から，旧石器人
は黒潮海域を，漕ぎ
舟で，意図的に航海
したことが見えてく
る。海での舟漕ぎを

知っている人であれば，それがいかにたいへんな
ことであるか容易に想像できるだろうが，それで
も彼らは島に来た。一方で，彼らについて知ろう
とするとき，我々現代人の感覚を彼らと無批判に
重ねるのは，慎むべきである。
本プロジェクトでは，これらの前提と意識のも
と，3万年前の舟を学術的に推定して作り，実際
に航海することにより，祖先たちの海への挑戦の
実態を探ろうとしている。自ら体験して初めてわ
かることは，実に多い。
我々の最終目標は，2019年に予定している台

湾→与那国島の実験航海で（図 3），現在はそれに
向けて最高の仮説を用意できるよう，研究と予備
実験に励んでいるところである。紙面の都合でこ
こには書けなかったが，そうした課題には，1年
の中で出航に適した時期はどのタイミングなのか，
移住を成功させるためには何人の男女が渡るべき
なのかといった，多数の課題があり，それらの研

究を 30名ほどの研究者が分担して進めている。
本番の実験航海にあたっては，台湾から見えな
いとされる与那国島を旧石器人がどうやって見つ
けたのか，沖を流れる黒潮の存在にどのように気
づき，そしてどのような作戦を立てて島を目指し
たのか，といったシナリオを用意しなければなら
ない。そうした作業は，今，着々と進んでいる。
計画通りに本番の実験航海を実現できれば，3万
年前の祖先たちがどのように黒潮と対峙したのか
が，かつてない鮮明さで理解できるようになるだ
ろう。
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